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ヽ

初

等

裔

索

紋

本

凡

例

一
禾
苓
は
、
現
行
の
小
學
校
令
お
よ
び
同
令
施
行
規
則
に
基
そ
b

高
等
小
學
校
の
高
業
科
用
に

充
つ
る
目
的
に
て
、
編
纂
し
た
り
。

一
、
本
書
は
‘
兒
童
を
し
て
、
高
業
品
闊
す
る
一
緻
の
知
識
を
放
得
せ
し
め
ん
こ
と
を
期
し
．
高

業
数
投
上
も
っ
と
も
適
切
な
る
材
料
を
選
び
て
、
こ
れ
を
鞠
察
的
に
記
述
し
、
か
つ
｀
岡
煮

雛
形
等
を
多
く
挿
入
し
て
‘
兒
童
の
理
附
を
容
易
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
力
め
た
り
。

一
、
＊
害
は
、
他
の
諸
数
科
中
‘
こ
と
匹
算
術
・
地
理
等
と
の
聯
齢
に
柱
意
し
て
i
を
表
の
統
合
を

全
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
圏
り
た
り
。

一
、
本
書
は
．
一
學
年
お
よ
そ
四
十
週
の
割
合
に
て
、
教
科
の
分
量
を
定
め
た
れ
と
、
年
課
長
短

一
禄
な
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
；
教
授
者
は
一
週
に
一
＿
課
を
投
け
、
あ
る
ひ
庄
＿
＿
週
に
豆
り
て

一
課
を
投
く
る
な
ど
便
宜
、
こ
れ
を
適
用
す
べ
し
。

一
、
＊
書
は
、
別
に
こ
れ
福
局
す
る
救
員
用
書
を
具
へ
た
れ
ば
救
綬
者
は
、
便
宜
こ
れ
を
参

限
せ
ん
こ
と
を
要
す
。

． 
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初

等

商

菜

数

本

後

編

|
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獲
る
こ
と
を
得
ベ
ー
・

ま
た
、
腎
木
の
不
足
な
る
と
き
に
は
、
た
だ
一
庁
の

手
形
を
振
り
出
せ
ば
、
正
金
同
様
の
数
を
生
じ
、
た
と

ぴ
‘
借
金
す
る
こ
と
あ
り
と
も
‘
信
用
少
な
き
も
の
よ

り
は
、
利
息
安
く
か
つ
抵
常
を
要
す
る
こ
と
な
く
て
、

借
り
得
ら
る
べ
し
。
ま
た
‘
得
意
客
も
、
自
宅
に
近
き
不

信
用
の
商
店
よ
り
買
は
す
し
て
、
遠
く
と
も
、
信
用
あ

る
商
店
の
前
に
群
を
な
し
、
代
償
の
押
し
引
き
も
せ

す
‘
買
び
販
る
に
至
る
べ

l°

.

J

商
人
の
世
上
に
お
け
る
信
用
、
か
く
の
ご
と
く
厚

け
れ
ば
、
餐
業
日
に
盛
ん
に
、
財
産
日
に
殖
ゆ
る
こ
と
、

い
は
す
し
て
明
か
な
り
。

信
用
は
、
商
人
の
資
本
に
て
、
こ
j
l
を
得
る
は
、
た
だ
、
一

詐
り
欺
か
ざ
る
に
あ
り
。さ
れ
ば
、
商
人
た
ら
ん
も
の

は
、
約
束
を
違
へ
す
、
時
日
を
誤
ら
す
、
排
ふ
べ
き
金
錢

は
、
か
な
ら
中
期
日
ま
て
に
支
彿
び
、
悪
し
き
商
品
は

懃
し
と
い
パ
‘
善
き
商
品
は
善
し
と
い
び
、
つ
ね
に
誠

賓
を
も
て
販
引
を
な
し
、
信
用
の
た
め
に
は
、
生
命
を

も
棄
て
ん
覺
恰
を
も
つ
べ
し
。

第

二

課

資

本

ー
ー
ー
—

一

高

等

商

業

漱

本

餞

編

二
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戸
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“
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2

等
商
業
紋
本
後
編

'
·

`
`
]
、
"
、

9日

4
f

一

商
品
を
か
つ
ぎ
つ
つ
、
大
道
に
賣
り
い
い
い
小
商

人
も
お
ま
た
の
扉
人
を
使
び
て
、
日
々
敷
萬
薗
の
販

「^

引
す
る
大
商
人
も
、
セ
れ
ど
れ
相
應
の
元
手
金
な
か

〖]
[
口

←
·
,

ア

9

る
べ
か
ら
す
。
こ
れ
を
資
本
と
い
ふ
。
資
本
は
、
た
だ
商

[

口
叩
の
仕
入
を
す
る
金
錢
の
み
な
ら
ど
、
家
屋
・
器
械
。
飲

一

t

み

食
物
・
給
料
な
と
、
セ
の
商
業
を
管
む
に
必
要
な
る
も

.

.

.

4

の
は
、
み
な
、
こ
れ
に
属
せ
り
。

，

一

資
本
の
中
、
び
と
た
び
備
ふ
れ
ば
、
永
久
を
の
業
に

iク

]

使
ふ
こ
と
を
得
る
も
の
を
‘
固
定
資
木
と
い
ふ
。
土
地〖

～’

]

家
屋
・
線
路
・
汽
車
の
ご
と
き
‘
是
な
り
。
ま
た
、
商
品
奏
錢

□谷：

,
冒
,

'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
曇
,
'
,
`
冒

直
~
'

`
`
`
‘
,
'
’
`
9
量
疇疇

、

一

の
ご
と
く
、
つ
ね
に
出
入
し
て
‘
資
本
の
用
を
な
す
も

贅
認

一

の
を
‘
流
通
資
本
と
い
ふ
。
＾

•

•

9

一

固
定
資
木
と
流
通
資
本
と
の
割
今
は
、
商
業
の
種

｀孔羹・
凶
曇

、
類
に
よ
り
て
、
一
様
な
ら
す
。鐵

道
業

な
と
は
、
全
部
は

ク

一5

と
ん
と
固
定
資
本
に
て
‘露

店

裔

の

ご

と

き

は

全
詞

｀

『
.
‘
·

~
.
[

”
]
誓

-"

ほ

と

ん

ど

流
這

資
本
な
る
が
ご
と
し
。ゆ
ゑ
に
、ン
よッ

：羞

宕心藁．バ
．．
 9・ 

麟
疇

｛

い
づ
礼
を
多
く
す
べ
き
か
は
、
裔
種
に
よ
り
て
定
ま

ぞ

．ご
ゑ
嘉
＇”．

`

.

‘
ぷ
裂

る
事
な
り
。さ
が
と
、
普
通

小

賣
裔
な
と
の
、
分
に

過
ぎ

彦／亥
，ジ
｛
該
姻

〖
忽
．

た
る
家
屋
を
建
築
し
て
、
流
通
資

本
の
不

足
を
来

し
、

々
し
タ
ク

賓

・

ヽ

ャ

・

,.

`

[

失

敗

を

招
き

し
例
、
少
な
か
ら
中
。資

本

を

固
定

亡
し

ク・
グ

一、
ぺ
迄
ぶ
＇

多
”
ふ
ヽ
、9
,'
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、
S
·
：

雨
等
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業
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後
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,
•
9
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：
＂
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・
9
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”
ー
v
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ァ
＇
／
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五

/

/
、

i
今
ク
、
多
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·
·

厄
塁
召
了
瓦
い，令
に
侶
督
じ
尉
応

怜
言
賢
に

に
喜
冑
長

良
炉
・
い夏
負
霧
図
じ
長
い
飼
岱
詞
髯
心
に
豆”炉h•長
い
じ防
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む
る
は
、
熟
考
す
べ
き
事
な
り
。

資
本
を
得
る
は
、
か
な
ら
す
‘
勤
勉
し
て
無
眉
の
費

を
省
き
、
永
年
蓄
積
し
た
る
結
果
な
ら
ざ
る
は
な
し
へ

ゆ
ゑ
に
、
商
人
は
、
つ
ね
に
勘
勉
奮
積
を
専
と
し
て
、
資

本
を
増
殖
せ
ん
こ
と
を
置
る
べ
し
。

第

三

課

利

益

勤
勉
し
て
蓄
積
せ
る
資
本
を
使
び
、
多
く
の
苦
心

と
勢
働
と
を
費
し
て
、
商
業
に
従
事
す
る
上
は
、
こ
礼

に
應
じ
た
る
報
酬
あ
る
べ
き
こ
と
、
常
然
な
り
。
こ
の

報
酬
を
、
利
益
と
名
づ
く
。

璽
言
鬱
奮
賣
冒
雪
詈
〖瓢
曇
冒
量
響
雪
冒
量
〖

,

9

重
鬱
量
奮
璽'
,
9
9

利
益
は
、
セ
の
資
本
高
に
應
じ
て
生
中
べ
き
こ
と

勿
論
な
が
と
、
ま
た
、
と
の
高
種
の
異
な
る
に
よ
り
て

同
し
か
ら
す
。
確
賓
安
固
の
商
業
。
競
争
省
の
多
き
商

業
な
と
に
は
利
益
少
な
く
、
不
確
賓
の
商
業
。
競
争
者

｝・

の
少
な
き
商
業
な
と
に
は
、
利
益
多
し

さ
札
ど
、
商
業
は
、
か
な
ら
す
利
益
を
生
す
る
も
の

と
限
ら
が
す
。
た
と
び
十
分
の
苦
心
魯
働
を
な
し
て

も
、
セ
の
見
込
誤
礼
る
か
、
ま
た
は
、
他
の
事
情
に
よ
り

て
利
益
を
生
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ナ
、
か
へ
っ
て
資
本

の
峡
損
を
生
す
る
こ
と
あ
り
。
こ
が
を
損
失
と
い
ふ
c

u
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さ
札
ど
‘
借
人
、
も
し
‘
誠
育
な
る
と
き
は
、
こ
の
拇
保

品
な
と
を
求
む
る
こ
と
な
く
、
平
素
の
性
行
を
信
用

し
て
‘
快
く
岱
出
し
を
承
諾
す
べ
し
。
こ
札
を
信
用
貸

，
~
鬱
書
•
•
書
璽
璽
鬱
鬱
重
量
璽9
量
詈
璽
言
｀
攣
璽
言
誓
璽
冒
．
｀
羹
．喜
詈
重

借
と
い
ふ
。
商
人
の
信
用
を
重
ん
す
べ
き
こ
と
、
こ
が

に
よ
り
て
明
か
な
り
。

第

六

課

利

子

資
木
は
、
勘
勉
に
し
て
浪
費
を
省
き
、
こ
ハ
を
貯
蓄

し
た
る
結
果
に
て
、
よ
く
こ
礼
を
用
ゐ
る
と
き
は
、
か

な
ら
す
利
羞
を
生
す
べ
し
。
ゆ
ゑ
に
、
も
し
こ

nい
を
借

ら
ん
こ
と
を
望
む
も
の
あ
り
て
も
、
た
だ
貸
す
も
の

は
な
く
、
か
な
ら
す
、
相
應
の
報
酬
を
得
ん
こ
と
を
望

む
べ
し
。
乙
の
報
酬
を
、
利
子
ま
た
は
利
息
と
い
び
、
利

子
を
生
す
べ
き
元
手
を
、
元
金
と
い
ふ
。
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虞
遭
冒
量

-2
等

商

業

放

本

後

編

、

各

み

笏

．

ク

r
、+
'
-
1
グ

ニ

，

、

ノ

グ
＾

元
金
に
耐
す
る
利
子
の
割
合
は
、
一
日
ま
た
は
一

ぞ

箇
月
ま
た
は
一
箇
年
何
程
と
定
め
、
元
金
十
分
の
一

に
常
る
を
、
一
割
と
い
び
、
百
八
月
の
一
を
、
一
分
（
歩
）
ま
た

は
一
朱
と
い
び
、
千
八
月
の
一
を
、
一
厘
と
い
ふ
。
た
と
へ

ば
、
年
一
割
の
利
子
と
い
へ
ば
、
元
金
壼
百
闘
に
つ
き
、

一
箇
年
に
利
子
金
拾
圃
と
な
る
が
ご
と
し
。
ま
た
、
銀

行

預

金

な

ど

に

は

日

歩

何

錢

と

い

ふ

定

め

を

用

ゐ

る
こ
と
あ
り
。
こ
礼
は
元
金
百
薗
に
つ
き
、
一
日
何
錢

の
利
子
な
る
を
い
ふ
。

利
子
の
計
算
法
に
、
単
利
法
と
重
利
法
と
あ
り
。
皐

冒
曇
皇
量
璽
冒
冒
璽
鬱
璽
畠
重
雷
量
置
置
量

9,9'’
貫
畠
9
冒
言
詈
9喜
書
冨
璽
躊

I

,

I

i
-

利
は
最
初
の
元
金
高
に
の
み
利
子
を
生
す
が
と
も
‘

重
利
は
、
年
一
回
ま
た
は
一
一
回
‘
雙
方
の
契
約
に
従
び
‘

利
子
を
元
金
に
加
入
し
て
、
次
回
の
元
金
と
な
す
法

、な
り利
子
の
割
合
は
、
法
定
利
率
と
て
、
あ
る
訴
訟
に
つ

き
‘
裁
判
官
が
、
特
に
法
律
に
よ
り
て
利
子
を
指
定
す

る
場
合
に
は
、
年
利
五
分
の
定
め
な
札
ど
、
と
の
他
は
、

岱
借
鮫
方
の
承
諾
に
従
び
‘
一
定
な
ら
ざ
る
こ
と
、
な

ほ
物
償
の
ご
と
し
。
ゆ
ゑ
に
疵
上
一
般
に
金
融
の
緩

漫
な
る
場
合
に
は
利
子
低
く
、
年
末
。
盆
前
な
と
金
融

―-―-―――●―――――――ー

■――

I

I



の
活
濠
な
る
場
合
に
は
、
利
子
高
く
、
信
用
あ
る
も
の

は
、
不
信
眉
の
も
の
よ
り
も
低
く
、
小
口
の
金
薗
は
、
大

ロ
の
金
薗
よ
り
も
手
数
を
要
す
る
ゆ
ゑ
‘割
合
高
く

な
る
か
常
な
り
。

・・

□

．

第

七

課

資

本

の

運

韓

こ
こ
に
‘
質
屋
あ
り
、
月
の
一
日
に
、
若
千
金
を
貸
し

た
る
に
、
五
日
の
後
に
、
元
利
併
せ
て
返
済
せ
ら
札
、
ま

た
ぶ
ハ
日
厄
貸
し
出
し
た
る
に
、
二
十
五
日
に
元
利
併

ら
亡
て
返
清
せ
ら
杜
ま
た
、
さ
ら
に
、
二
十
六
日
に
貸
し

出
し
た
る
に
、
三
十
日
に
元
利
併
せ
て
返
清
せ
ら
れ

璽
雪
雪
鬱
璽
璽
量
量
璽
量
鬱
量
量
璽
書
冒
璽
雪
雪
璽
量
言
冒
量
雪
璽
重
言
曇
誓
＇
詈
言
曹
鬱
畠
璽
菫

し
b
包
§
K且ぶ

た
り
と
せ
ば
、
元
金
は
、
一
箇
月
中
に
、
三
箇
月
分
の
利

子
を
生
し
た
る
な
り
。
も
し
、
こ
礼
を
、
一
箇
月
六
回
運

輯
せ
ん
に
は
、
平
常
の
利
息
の
六
倍
ほ
と
を
得
る
こ

と
と
な
る
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
ぷ
が
本
を
幾
度
も
運

閂
す
る
を
‘
資
本
の
運
轄
と
い
ふ
資
本
の
運
韓
は
、
裔

人
に
も
っ
と
も
必
要
な
る
手
段
な
り
。

資
本
の
運
韓
早
け
以
ば
早
告
ほ
ど
、
と
の
利
益
多

き
は
、
右
の
一
例
に
て
明
か
な
り
。こ
と
に
、
商
人
は
紺
朝

に
買
ぴ
て
ク
に
賣
る
こ
と
を
も
得
る
も
の
な
が
ば
、

た
と
び
薄
利
に
て
も
‘
早
く
買
び
入
が
て
早
く
賣
り
、

喜

ど

‘る
が
。
コ
ぶ
＾
｀
｀
｛

'□

｀
『
：｀｛｛
ク・ぶ
'
]
/

.〗
喜
盗
認
襲
晨

，

繋
宣
言
｀
｀
，
沼
遠
喜
裂
書
喜

．．
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ゞ
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贅
珍

9

、
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9

3

.. 

'で

乞
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＇
グ
ゾ
，
．
：

＇

き，
‘

v
,
、
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必
玖

＼
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こ

ョ

ー

2
コ
3
-
9
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t
ガ
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ー
・ヽ
｀
r
、
è

人
に
は
、
お
の
お
の
、
長
短
・
得
失
あ
る
も
の
な
い
ば
、

も
し
、
同
志
数
人
各
目
の
金
錢
蜘
~
品
ま
た
は
勢
力
を

合
し
て
、
一
の
螢
業
を
創
む
る
と
き
は
、
セ
の
資
本
大

い
な
る
う
へ
惑
業
上
譜
方
面
の
長
所
を
占
む
る
か

ゆ
ゑ
に
、
こ
料
を
各
人
別
々
に
登
業
す
る
場
合
に
比

ぶ
汎
ば
、
と
の
利
す
る
こ
と
さ
ら
に
多
か
る
べ
し
。

か
く
の
ご
と
く
、
敷
人
の
資
木
勢
力
な
ど
を
合
し

て
事
業
を
螢
む
も
の
を
‘
會
社
と
い
ふ
。
會
社
は
、
す
べ

文
法
律
上
一
個
の
人
と
見
な
し
‘
獨
立
の
財
産
を
有

し
、
ま
た
、
獨
立
し
て
撞
利
を
得
、
義
務
を
負
ふ
べ
v
‘
裁

＿＿＿＿●●一●●――

、名
，

9
?
，
ソ＂＂ャ
‘
,

'
‘

‘

r
、
、

で
｀
‘✓
・9尉
讐
冒
鳳
冒
ロ

初

等

商

業

放

本

後

絹

，

i

'

爾

覆

I

I

"

I

I

.. -̀ ... i'
9、
.
f.
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-• 

な
る
た
け
、
幾
回
も
運
韓
し
て
、
商
品
を
ね
か
し
お
か

ざ
る
よ
ー
区
す
る
こ
と
、
も
っ
と
も
肝
要
な
り
り

裔
人
に
は
、
原
償
の
一
割
ま
た
は
二
割
の
利
を
見

ざ
る
う
ち
は
、
と
の
商
品
を
持
ち
績
け
て
‘
賣
る
こ
と

を
好
ま
ざ
る
も
の
あ
り
。
さ
札
ど
、
も
し
、
セ
の
利
を
半

に
し
て
萎
く
賣
り
捌
き
、
一
度
運
轄
す
べ
き
も
の
を
、

四
五
度
に
増
し
た
ら
ん
に
は
、
結
局
二
倍
以
上
の
利

を
得
る
に
至
ら
ん
。
高
人
た
ら
ん
も
の
は
、
よ
く
こ
が

ら
の
道
理
を
心
得
お
く
べ
し
。

第

八

課

會

社

•E <<



本

後

組

9
,
1―
-I了一
十
ユ
十
＿
＿
号
4
1
T
'
:
l

i
I
i
、
1,:+＇，＇＿二，i
l

l

i

h
u
H
u
g

判
上
の
行
属
に
つ
き
て
は
、
原
告
と
な
り
、
被
告
と
な

る
こ
と
を
得
べ
き
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
礼
を
法
人
と
蒋
す
。

，．．
ょ

言

口
口
、
口
。
口
｀
、
三

丁

口

重

き
戚
み
あ
り
。

く

株

式

會

社

は

、

鑢

資

本

高

を

、

一

株

式

何

薗

づ

づ

と

i

]

～

平
等
に
分
ち
、
と
の
出
資
者
を
、
株
主
と
い
び
、
株
主
を

一

證
す
る
證
書
を
、
株
券
と
い
ふ
。
こ
の
會
社
は
、
株
主
中

―

よ
り
役
員
を
選
、
び
て
、
業
務
の
主
宰
監
督
を
な
さ
し

む
が
と
、
株
主
の
責
任
は
、
有
限
な
り
。有
限
責
任
と
は
、

ヴ

會
社
の
破
産
し
た
る
場
合
に
、
累
を
株
主
の
私
崖
に

ご
＇
ィ
＇
，
＇
｛
へ
／，

初
等
商
業
敵
本
箪
組

‘
,
E

~
/

}
”
十
九

，
‘
々

"
，
こ

信
ピ
じ
口
：
尉
髯
似
い
し
尉
、
胃
耐
賛

鬱
に
い
応
鳥
極
」
切
：
口
や
し
~
ぃ
｀
が
朽
甕．忍，言
t
い
に
し
しし
髯[
v
.



員
星
讐
置
書
岨
冑

こ[
9

，

ク

、

？

ツ

ー

、

●‘
,

9

:

ム

ま
て
い
等

lI業い

□いし
い

□

11
刈

｀

｛

い

こ

ロ

ロ

□

社
は
‘
廣
く
株
主
を
募
り
、
大
資
本
の
大
會
社
を
成
す

に
適
す
瓜
ど
も
‘
株
主
の
會
社
に
普
す
る
熱
心
は
、
合

名
會
社
に
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
し
。

合
資
會
社
と
株
式
合
資
會
社
と
は
、
い
づ
が
も
‘
常

事
者
を
無
餃
責
任
‘
資
本
者
を
宥
限
責
任
と
し
、
前
二

會

社

の

組

織

を

合

せ

た

る

が

ご

と

き

も

の

な

り
。さ

が
と
、
後
者
は
、
資
本
を
株
式
に
分
て
る
が
、
前
者
と
異

な

る

黙

な

り

。

＇

．

．

 

第

十

課

銀

行

一

．`
‘`
:

＿喜

羞

，Lv
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'

.
.
 9

／ィ
労
・
，・・ヽ
・
菫
髯

冒
冒
書
量
言
璽
冒
冒
璽
霞
雪
冒
璽
璽
璽

9
,
'冒
言

9奮
詈
｀
｀
＇
｀
＇
喜
置
言
一

銀
行
は
、
勢
業
の
種
目
多
け
札
と
、
一
方
よ
り
遊
金

を
低
利
に
て
預
り
、
他
の
一
方
に
必
要
な
る
資
本
を

i

高
利
に
て
貸
し
附
け
、
か
く
て
、
資
金
の
融
通
を
は
か

り
、
ま
た
、
焉
替
と
て
、
金
錢
を
遠
方
に
送
逹
す
る
こ
と

を
掌
る
な
ど
の
業
務
を
目
的
と
す
。
す
な
は
ち
、
世
問

一
般
の
金
融
を
調
和
す
る
機
闊
な
り
。

銀
行
は
、
株
式
ま
た
は
一
己
人
の
資
本
に
て
贄
業

す
る
一
種
の
補
勁
商
業
に
て
、
銀
行
條
例
と
い
ふ
法

律
の
規
定
に
支
配
せ
ら
る
。
さ
て
、
こ
が
を
大
別
す
る

と
き
は
、
中
央
銀
行
。
特
設
銀
行
゜
普
通
銀
行
の
一
＿
一
種
と

_
-
l
-

―＿■
――-― 





初

等
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業
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リ
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―
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-
•
這
g
善
I
i

を
奨
勘
し
、
勘
倹
の
美
風
を
養
は
し
む
る
数
は
、
少
な

“

}

9

か
ら
す
と
と
い
ふ
べ
し
。

一

一

ー

第

十

一

課

銀

行

預

金

’

[

―

商

人

は

、

日

々

多

数

の

全

錢

を

巽

す

る

ゆ

ゑ

、

つ

ね

＿

に

、

こ

訊

を

手

許

に

備

へ

お

か

ざ

る

と

告

は

、

閏

時

の

]

間

に

合

は

ざ

る

べ

し

。

さ

汎

ど

‘

空

し

く

こ

札

を

呼

蓄

]

し

お

く

と

き

は

、

火

災

盗

靡

に

か

か

る

恐

礼

あ

j

l

ば

、

一

む

し

ろ

、

こ

が

を

銀

行

に

預

け

ぉ

ぎ

て

、

世

の

融

通

に

一

供

し

、

入

用

あ

る

ご

と

に

闘

意

に

こ

ハ

を

引

き

出

す

一

よ

ー

に

す

べ

し

。

こ

孔

、

も

っ

と

も

安

全

に

て

か

つ

重

,i"T
―――――

――-
'
-
4
 .

.
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嘉
讐
翁
哀
塁
鶯
心
~
｀
｀

峙麗
喜
轟

l
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↑
弓
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一
―
—
-
；
ー

1

i

]

i
や
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'
_
こ
―
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f
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-
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―
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i
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'
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t
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•
I
It

,
h
d
角

4

り
‘
t
k
‘
r
r
1
,

t
t
・
ヽ

9
9
,

'
ー

，

賣

な

る

方

法

な

り

。

銀
行
の
預
金
に
は
、
常
座
預
奪
定
期
預
奪
特
別
常

座
預
奪
贄
蓄
預
企
な
ど
あ
り
。

常
座
預
金
と
は
、
一
日
何
回
に
て
も
積
け
入
瓜
ま

た
引
き
出
す
こ
と
の
自
由
な
る
も
の
な
り
。
こ
の
預

一
企
法
は
、
現
奎
出
納
の
仕
事
を
、
全
く
銀
行
に
委
話
し

た
る
も
同
様
に
て
、
わ
が
手
許
に
は
、
わ
づ
か
の
釣
錢

な
ど
を
喘
む
る
外
看
金
は
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
預

け
お
き
、
金
錢
の
入
閂
ご
と
に
、
小
切
手
に
て
引
告
出

す
こ
と
を
得
る
な
り
藁
ゑ
に
、
こ
の
法
は
、
あ
た
か
も
、

二
十
五

え
ぇ哀
闘
砂
・・

初

等

商

業

数

本

後

紺
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一
告
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る
場
合
に
も
、約
束
の
金
高
ま
て
は
、
小
切
手
を

麦

行

し

得

る

法

の
り
。ま
た
偲
證
小
切
手
と
て
、
と
の

支

彿

を

銀

行

応

保

證

せ

し

む

る

法

も

あ

り
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小
切
手
は
ぷ
と
‘
信
用
に
よ
り
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通

開

せ
ら
る
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も
の
な
孔
ば
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も
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偶
不
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勾
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を
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行
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る
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以

内

の

罰
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一
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一
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及
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哀
市
日
本
福
邑
売
町
一
番
地

史
梯
場
所
飩
叫
を
銀
行
東
寮
本
店

ヤ
月
一
日
東
京
布
＇
下
谷
邑
中
浪
彦
町

悶
甘
五
年

―
―
十
一
番
地

中
村
太
郎
⑮

寺

田

号

助

底

ーにも脱かス~仕の

＿
金
七
キ
五
百
図
也

右
金
額
貴
殿
又
ハ
貴
殿
ノ
指
薗
人
へ
此

手
形
引
換
二
無
相
違
仕
沸
可
申
慄
也

振
出
地
東
寮
市

約

束

手

形

つの 1

つ日四―面；
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闊

人

は
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こ

f

l

を

、

自

己

の

か

ね

て

販

引

あ

る

銀

行

に

預

け

入

る

る

こ

と

を

得

る

ゆ

ゑ

、

少

し

も

さ

る

憂

な

し

c

第

十

四

課

約

束

手

形

商

法

に

て

、

手

形

と

蒋

す

る

は

、

約

束

手

形

鳶

替

手

形

・

小

切

手

の

三

つ

な

i

l

ど

、

世

人

は

、

通

常

、

前

の

二

つ

を

指

し

て

、

単

に

手

形

と

蒋

す

。

・

い

ま

、

中

村

某

が

、

寺

田

某

の

製

造

品

金

七

千

五

百

闘

分

を

、

一

箇

月

の

掛

け

に

て

買

び

た

る

場

合

に

、

中

村

某

が

、

寺

田

某

に

紺

し

て

、

一

箇

月

の

後

に

七

千

五

百

圃

を

支

排

ふ

べ

き

證

書

を

振

り

出

す

と

せ

よ

。

こ
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束
手
形
の
受
販
人
は
、
t
の
手
形
を
他
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に
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り
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こ
と
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な
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。
こ
の
場
合
に
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、
手
形
の
裏

面
に
裏
書
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ん
こ
と
を
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約
束
手
形
を
銀
行
に
持
参
し
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引
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請
ふ
と

き
は
、
た
だ
ち
に
正
金
を
得
る
便
も
あ
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ゆ
ゑ
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手

形
い
よ
い
よ
盛
ん
に
行
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j
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融
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い
よ

闘
滑
な
り
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五
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形

い
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東
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書
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某
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大
阪
の
紙
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小
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、
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よ
り
紙
を
買
び
入
れ
、
い
ま
だ
セ
の
代
金
を
排
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中
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某
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、
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村
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紙
店
＇
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勘
定
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．
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某
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-、全
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づ
く
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。さ
礼
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、
も
し
、
中
村
某
の
受
け

一
翠
る
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き
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藤
某
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し
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某
に
掃

p＿
＿
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餐
借
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し
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む
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敷
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送
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を

求

む

る

こ

と

を

得

る

が

ゆ

ゑ

に

、

少

し

も

損

害

を

被

る

憂

な

し

。第

十

六

課

割

引

も

い

ま

‘
機

屋

あ

り

て

、

太

物

卸

商

に

、

金

千

闘

の

商

品

を

、

三

箇

月

掛

け

に

て

賣

り

込

み

、

約

束

手

形

に

て

、

セ

の

代

金

を

受

け

販

り

た

り

と

せ

よ

。
機

屋

は

、

三

箇

月

一

の

後

を

待

た

ざ

れ

ば

、

さ

ら

に

、

原
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を

仕

入

れ

て

織

製

す
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ざ
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ゑ
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は
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を

除

き

、

自

他

を

益

す

る

方

法

な

り
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一
も
し
、
か
の
機
屋
が
、
こ
の
約
束
手
形
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銀
行
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持

参
し
‘
割
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依
頼
表
に
式
の
ご
と
く
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引
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濠
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追
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鮎
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。
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く
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と
く
、
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置
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す

て
に
か
く
の
ご
と
く
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商
業
國
と
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て
の
夭
然
の
地
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は
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仇
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た
る
虞
な
し
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し
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こ
の
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然
の
地
理
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利
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し
て
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貿
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が
國
は
、
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批
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疇
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な
り
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大
い
に
富
張
を
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ん
こ
と
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期
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。
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士
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ぴ
争
び
て
、
遠
く
｛
女
図
退
羅
゜
呂
宋
゜
笑
菜
等

に

＿

航
し
、
一
時
賀
易
の
既
盛
を
極
め
た
り
し
か
ど
‘
憶
川

暴
府
が
、
夭
主
敦
を
叢
禁
し
た
る
と
同
時
に
、
全
く
と

の
跡
を
絶
て
り
。セ
の
後
、
安
政
五
年
に
至
り
、
此
豆
米
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裔
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結
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よ
り
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や
う
や
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と
の
敏
を
均
し
、
今
日
に
て
は
、
二
十
餘
箇
園
に
及

さ
札
ど
、
お
も
な
る
＿
摩
言
‘
此
並
来
利
加
合
泉
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閾
佛
薗
西
粟
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て
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獨
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國
に
あ
ら
ざ
る
カ
ナ

ダ
゜
印
度
。
濠
太
利
に
及
ば
ざ
る
な
り
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四

課

重

要

の

貿

易

品

國
と
國
と
の
貿
易
も
、
人
と
人
と
の
賣
買
の
ご
と

く
、
を
の
生
産
物
の
餘
り
あ
る
も
の
を
賣
り
て
、足
ら

ざ
る
も
の
を
買
ふ
に
外
な
ら
す
。こ
の
ゆ
ゑ
に
、
貿
易

品
は
、
セ
の
園
々
に
よ
り
て
、
一
様
な
ら
す
。

わ
が
國
よ
り
輸
出
す
る
主
要
品
は
、
生
絲
棉
絲
痛

織
物
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銅
右
巖
緑
茶
米
毒
産
物
陶
磁
覇
燐
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り
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多
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し
て
‘
貿
易
を
盛
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に
せ
ざ
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ら
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。輸
出

こ

入
品
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多
く
せ
ん
に
は
‘
殖
産
興
業
を
盛
ん
に
す
る

ッ

に
あ
り
。物
を
造
り
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さ
す
し
て
‘
消
費
す
る
の
み
に

て
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鳳
た
ち
ま
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貧
弱
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に
陪
る
べ
し
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濱
゜
神
戸
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・
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潟
の
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し
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ど
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近
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に
至
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左
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を
も
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が

た
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濱
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も
の
な
れ
ば
、
も
っ
と
も
慎
み
て
事
に
従
び
、
一
國
の

[̂，．

麗
面
を
汚
さ
ざ
る
よ
ー
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

9

｛．

fー

か
つ
て
、
木
邦
製
の
燐
寸
の
、
著
し
く
印
度
・
支
那
地

―

-
‘
一
ク
に
賣
れ

行
き
た
る
こ
と
あ
り
き
。奸
商
こ
の

機
に

]

i
泉
t
‘
粗
製
燐
寸
を
混
し
て
輸
出
せ
し
か
ば
、
た
ち
ま

t

-•

一
ち日
本
燐
寸
の
不
評
判
と
な
り
、
つ
び
に
、
品
質
良
き

一

一

一、

も
の
ま
て
も
販

路
塞

が
り
‘
多
く
の
燐
寸
會
社
を
し

，

一

て
‘
績
々
倒
産
せ
し
む
る
に
至
り
た
り
き
。こ
札
壼
錢

i

)

．
A

-

を
得
ん
と
し
て
、
百
薗
を
失
ふ
も
の
に
あ
ら
す
や
。
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こ
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も
し
、
び
と
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び
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見
木
と
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と
相
違
す
る
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と
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□
日
日

く
、~

『

て
は
、
引
ぎ
販
ら
ざ
る
よ
ー
に
な
る
べ
き
は
、
常
然
の

こ
と
な
り
。か
か
る
手
敷
は
、
大
商
人
の
壻
ふ
る
こ
と

一

に
あ
ら
ざ
札
ば
、
む
し
ろ
、
信
用
あ
る
も
の
の
商
品
を

｀
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買
ふ
に
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る
べ
く
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得
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は
、
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ま
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商
業
放
．
本
後
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、
丁
ー
—
口
可
汀
り
課
闊
税

一
國
よ
り
輸
出
す
る
裔
品
、
お
よ
び
、
一
國
に
輸
入
一

す
る
裔
品
に
封
し
て
課
す
る
税
金
を
、
闘
税
と
い
ぴ
‘

闊
税
を
賦
課
微
牧
し
‘
貿
易
品
の
出
入
を
許
否
す
る

役
所
を
、
税
闊
と
い
ふ
。

現
今
お
が
國
に
て
は
、
憂
潜
を
除
く
外
‘
輸
出
品
に

計
し
て
は
、
全
く
闊
税
を
免
除
し
‘
輸
入
品
の
み
に
針

し
て
、
こ
i
L
を
賦
課
す
。
す
べ
て
‘
輸
入
闘
税
は
、
日
嘴
品

お
よ
び
わ
か
園
製
産
品
の
原
料
と
な
る
べ
き
物
に

安
く
‘
奢
修
品
お
よ
び
わ
が
國
の
製
産
品
と
競
争
し
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税
闊
内
外
の
手
績
は
、
き
は
め
て
繁
雑
な
る
故
‘
荷

受
人
お
よ
び
荷
出
人
は
、
み
づ
か
ら
と
の
事
に
あ
づ

か
ら
す
‘
貨
物
を
運
送
問
屋
に
委
託
す
る
が
如
く
、
す

べ
て
税
闊
貨
物

販

扱

人

と

い

ふ

専
門
業

者

に
委

託

す
る
こ
と
普
通
に
て
、
ま
た
、
き
は
め
て
便
利
な
り
。
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課
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の
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外
國
貿
易
の
事
に
常
ら
ん
も
の
は
、
外
國
貨
幣
の

こ
と
に
も
通
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
つ
ぎ
に
、
各

國
の
貨
幣
制
度
の
大
略
を
説
か
ん
。

世
界
各
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に
、
二
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あ
り
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複
本
位
制
是
な
り
。
皐
木
位
と
は
、
金
木
位
ま
た
は
銀

本
位
と
い
ふ
が
ご
と
く
、
金
銀
い
づ
れ
か
の
一

種

を

貨
幣
の
木
位
と
す
る
こ
と
‘
複
木
位
と
は
、
金
銀
の
二

種
を
本
位

と
す
る
こ
と
な
り
。

西
洋
諸
国
に
は
‘
皐
木
位
の
國
あ
り
‘複

木

位

の

國

ぁ

札

ど
‘
賓
際
は
、
わ
が
國
と
同
じ
く
、
金
木
位
と
い
ふ

・ホ

ン

コ

ン

一
も
不
可
な
し
。
東
洋
の
清
韓
二
國
お
よ
び
香
港
は
、
銀

一
本
位
に
近
け
礼
ど
‘
清
國
の
ご
と
き
は
、
制
度
い
ま
だ

一
確
定
せ
書
呉
に

一
國

の

木

位

貨

幣

と

蒋

す

べ

き

も

戸
I
i
、
人
々
、
銀
塊
を
秤
り
て
、
こ
れ
を
授
受
す
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百
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ふ
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を
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と
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び
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の
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の
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。
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単
位
を
ド
ル
と
い
び
、
百
八
月
の
一
を
セ
ン

ト
と
い
ふ
こ
と
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並
米
利
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合
衆
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と
同
一
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い
ま
、
こ
こ
に
、
お
も
な
る
互
粛
國
の
貨
喘
を
略

説

―-.

せ
ん
。
こ
れ
ら
は
、
セ
が
ど
が
相
場
に
高
下
あ
り
て
一

C

定
せ
ざ
る
が
ゆ
ゑ
、
日
々
の
新
聞
を
見
て
、
こ
が
を
知

一

る
べ
し
。
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十
六
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1

1

ー

量

l

l

一

じ
。
た
だ
、
香
港
の
ド
ル
は
、
翌
米
利
加
合
衆

＿

l
‘
 一

．

國
の
ド
ル
の
一
一
分
の
一
に
及
ば
中
。

9
、
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V

”

一

獨
逸
単
位
を
マ
ル
ク
と
い
び
、
セ
の
百
分
の
一

―.,
、

9

一
9
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9
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ぎ．り
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を
ペ
ン
ニ
ー
と
い
ふ
°

i

佛

蘭

西

皐

位

を

7
ラ
ン
と
い
び
、
セ
の
百
分
の
一

一

を
サ
ン
千
ム
と
い
ふ
。

―.
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一

英
吉
利
皐
位
を
ポ
ン
ド
と
い
び
、
セ
の
二
十
分
の

―

Jへ
J

一―

一
を
シ
リ
ン
グ
と
い
び
、
シ
リ
ン
グ
の
十

『
3

二
分
の
一
を
ペ
ン
ニ
ー
と
い
ふ
。

＇

一

第

三

十

課

外

國

の

度

量

衡

-
：：
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外
國
貨
幣
に
っ
ぎ
て
必
要
な
る
は
、
セ
の

度
量
箇
-

J
`

法
な
が
ば
、
左
に
さ
が
を
概
説
せ

各
國

の
度
量
衡
中
び
と
り
、
佛
蘭

西
國
制
の

廣
＜

世
界
に
用
ゐ
ら
る
る
は
、
セ
の
基
本
に

撼
あ
る
と
、
ま

り
／

た
、
こ
と
ご
と
く
十
進
法
に
て
‘
皐
位
以
下
と
皐
位
以

、`
＇
』

上
と
は、
十
分
の

、一
・
百
分
の
一
ま
た
は
十
倍
・
百

倍
等

｀
＇

の
義
な
る
デ

シ
。
サ
ン
千
ま
た
は
デ
カ
・
ヘ
ク
ト

等

の

．9

』

し、

語
を
冠

し
、
す
こ

ぶ
る
記
憶

し
易
き
と
に
よ
る
。こ
ォ

わ
が
國

の
度
量
衡
法
に
お
い
て
も
‘
佛
蘭
西
國

の
制

度
を
株
用
し
た
る
ゆ
ゑ
ん
な
り
。
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も
の
な
り
e

さ
孔
ば
、
各
銀
行
が
餓
日
受
け
販
る
手
形
の
数
は
、

は
な
は
だ
多
く
、
と
の
手
形
面
に
記
さ
が
た
る
支
彿

銀
行
の
名
も
、
手
形
に
よ
り
て
、
t
f
l
ど
札
異
な
る
べ

し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
甲
銀
行
が
、
千
枚
の
手
形
を
受
け
販

る
に
、
各
手
形
の
支
彿
銀
行
名
一
百
と
せ
ば
、
甲
銀
行

は
、
一
百
の
銀
行
に
封
し
、
各
手
形
面
の
金
額
を
請
求

せ
ざ
る
べ
か
ら
す
し
ズ
は
な
は
だ
手
叡
を
淫
す
べ

，
し
。
ま
た
、
と
の
ー
百
の
銀
行
の
方
よ
り
い
ふ
と
き
は
、

一
甲
銀
行
の
支
彿
を
受
く
ベ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

□□
ここ

を

、＇＜

nュ
言
毒
＇
＝
旦
詈
―
]
,
旨

-9̀
’
f，（
ぷ
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合

1
下
る
＇

l
弓

一＿―-璽――
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9,9,'債
ペ

"ll
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塵

郎

＇

g
―
―
―
―
●
一

行
も
、
ま
た
、
多
か
る
べ
し
。

か
く
の
ご
と
く
、
舞
日
各
銀
行
に
集
る
手
形
を
、
た

が
び
に
一
々
差
引
勘
定
す
る
は
、
は
な
は
だ
手
数
を

淫
す
る
こ
と
な
札
ば
、
た
罪
日
時
間
と
場
所
と
を
一
定

し
て
‘
組
合
銀
行
員
あ
び
共
に
集
會
し
、
セ
の
廣
に
て
、
一

た
が
び
に
手
形
を
授
受
す
る
と
き
は
、
よ
く
清
算
の

目
的
を
逹
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
こ
れ
、
手
形
交
換
所
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尉
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ぃ
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冒
冒
言
置
賢
員
彗
言
炉

＾

・

-
初
等
商
菜
牧
本
後
謡
、

＇
、

入

十
二

騒
檜
｝

辛
乞
訊
は
、
正
金
に
て
授
受
す
べ
き
も
の
な
札
ど
、
大
抵

＿．

こ
料
を
守
央
銀
行
の
帳
欝
の
上
に
て
決
算
し
‘
冑
際

一

一
一
錢
の
正
貨
を
も
動
か
さ
す
し
て
、
日
々
数
拾
葛
闘

の
清
算
を
な
す
こ
と
を
得
る
な
り
。
こ
札
信
眉
の
長

逹
し
た
る
裔
葉
國
に
は
‘
責
に
必
要
の
機
闊
な
り
と

い
ふ
べ
し
。第

三

十

二

課

興

信

所

一
個
人
ま
た
は
一
會
社
の
資
産
高
゜
信
用
の
程
度

等
を
内
偵
し
、
販
引
者
の
便
を
は
か
る
こ
と
を
販
り

扱
ふ
も
の
を
‘
興
信
所
と
い
ふ
。
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一

銀

行

裔

社

と

の

他

一

般

の

裔

人

が

、

日

々

販

引

す

一・

る

相

手

は

、

す

こ

ぶ

る

多

数

に

て

、

か

の

人

の

資

産

高

一

は

い

か

に

、

か

i

l

は

信

用

す

べ

ぎ

會

社

な

る

か

な

ど

]

の

疑

問

は

、

日

々

起

る

こ

と

な

孔

ど

、

一

々

探

偵

者

を

i

派

出

し

て

、

セ

の

内

情

を

探

ら

し

め

ん

こ

と

は

、

到

底

b

一

セ

の

費

用

に

嬢

へ

ざ

る

べ

し

。

一

興

信

所

は

、

育

に

こ

の

不

便

を

除

か

ん

た

め

に

起

-
.
f
、

•
9
一
り
た
る
も
の
に
て
、
ま
｀
‘
つ
、
所
員
を
募
り
て
所
費
を
納

[..../.‘
‘ 一

め

し

め

、

個

人

と

圃

慨

と

を

問

は

中

、

商

業

上

に

名

あ

『

る

人

々

の

育

際

を

調

査

し

、

セ

の

報
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書
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出

版
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鬱
点
り
j

山
町
羞
襲
け
麟
賃
比
デ
恥
屈
児
冥
閣
噴
，
輯
閲
訃
翡
且

,
I覆疇喜
冒
冒
罰
詞
惰
麿
賢
疇
覇
闊
鳳

，
一

初

等

商

業

放

本

後

編

'

て

所

員

に

配

る

こ

と

を

、

お

も

な

る

業

務

と

す

。こ
の

9

報
告
書
に
は
、
イ
ロ
ハ
順
に
、
多
く
の
人
々
の
姓
名
を

～

禍

げ

、

住

所

職

業

゜

過

去

の

職

業

會

際

の

資

本

高

信

用

一一
，
す
べ
ぎ
程
度
等
を
‘
符
院
を
交
へ
て
詳
記
し
、
こ
礼
を

t

見
る
も
の
を
し
て
、
た
い
ち
に
、
一
取
引
者
の
冑
際
を
知

一

る

こ

と

を

得

し

む

る

な

り

。

ま

た

、

所

員

の

望

み

に

よ

一

り
て
は
、
特
に
指
名
せ
ら
が
た
る
も
の
の
内
情
を
探

-

'

 一

り
、
ま
た
は
、
遠
隔
地
な
る
販
引
先
の
資
産
と
信
用
の

一

い

か

ん

と

を

詞

査

す

る

こ

と

も

あ

り

。

一

一

破
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迫
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が
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高
業
會
議
所
の
事
務
猜
限
は
、
同
條
例
に
て
、
左
の

ご

・

ご

と

く

定

め

ら

i

t

た

り

。

一
、
高
エ
素
竺
認
達
を
|
る
に
必
要
な
る
方
案
を
調
査
す
る
事
。

二

、

畠

工

業

に

闊

す

る

素

規

の

制

定

。

改

廣

施

行

に

開

し

、

意

見

を

行

政
寵
に
開
中
し
、
お
よ
び
、
高
工
業
の
利
害
に
開
す
る
意
見
を
表
示

す
る
事
。

三
詞
工
業
に
闊
す
る
事
項
に
開
し
、
行
政
扇
の
諮
問
に
應
す
る
事
。

四

詞

工

業

の

批

況

お

よ

び

統

計

を

調

査

荻

表

す

る

事

。

五
ぶ
祠
工
贅
者
の
委
喝
に
よ
り
‘
尚
エ
索
に
闊
す
る
事
項
を
調
査
し
、
ま

た
は
、
高
品
の
産
地
ふ
償
格
等
を
證
明
す
る
事
。
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六
、
官
謳
の
今
侭
よ
り
、
裔
工
業
屈
閥
す
る
鑑
応
人
、
ま
た
は
、
愈
考
人
を
f

推
巖
す
る
事
。

七
‘
闊
僑
人
の
讀
未
に
よ
り
、
高
工
業
に
闊
す
る
活
譲
を
仲
裁
す
る
事
J

八

‘

晨

約

務

大

臣

の

認

可

を

受

け

‘

尚

工

業

に

闊

す

る

慇

這

抑

を

設

立

．

し

さ

た

は

管

狸

し

、

た

の

他

、

高

工

業

の

登

逹

を

岡

る

に

必

要

な

る

施
設
を
な
す
事
。

裔
業
食
識
所
の
撞
限
は
、
か
く
重
大
な
る
も
の
に

＂

文
定
期
の
會
議
を
開
き
、
裔
工
業
上
利
害
の
闊
條
あ

る
問
題
を
攻
完
し
て
、
セ
の
意
見
を
定
め
、
ま
た
は
、
重

，

大
の
事
件
に
遇
へ
ば
、
他
の
會
議
所
と
連
合
會
を
開

き
て
、
と
の
結
果
を
枇
間
に
餐
表
し
、
ま
た
行
政
康
に

一

l
|
|
|

ー
ー
ー
~

~

．
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＾
ム
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初
等
商
業
激
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後
編
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一

:
'
•,
'べ’
え．
，
＇
ツ
ャ
，

9
＇

、ダ
‘,.
;t
;

"

』

蜘

蕊

璽
晨

~
r
l

t
i
t
~
直
'
’
’
璽
髯
＇
喜
量
聾
鵞
喜
喜
喜
＇
事
｀
＇
勘
談

ゞ
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u-__ 
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さ
札
ば
、
同
業
者
あ
び
集
り
℃
仲
間
の
規
約
を

訊

け
‘
萬
事
協
同
一
致
し
て
ど
の
規
約
を
守
り
、
認
弊
を

除
か
ん
乙
と
を
期
す
。乙
が
を
同
業
組
合
と
い
ふ
。こ

の
規
約
は
、
一
般
公
泉
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
多

け
が
ば
、
中
央
政
府
ま
た
は
地
方
裏
に
て
、
セ
の
翫
締

規
則
を
設
け
て
、
こ
が
を
監
督
す
。

．

同
業
組
合
は
‘
組
合
規
約
に
違
ふ
も
の
に
過
怠
金

を
課
し
、
ま
た
‘
組
合
に
要
す
る
費
用
を
組
合
員
に

負

拇
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
な
り
。

第

三

十

五

課

裔

法

八
十
九

、
~

初

等

商

業

敢

本

後

編

ふ
，＇y
y
.,
.r1
・・ヽ
ー討
ー
＇
贔
霞

閾
仇
炉
日
担
且
悶
饂
員
賢
孔
畏
胴
桐
悶
履
謄
贔
翌
噌
着
置
詈
魯
置
璽
畠
晨
靡
霞
贋
讐
贔
籠
昌
讐
這
柏灼応
抄，
じゞゃ

.

.

.

.

.
 

,
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"
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.
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囁
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冒
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委

初

等

商
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放

本

後

編
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入
＋
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建
言
し
て
、
商
工
業
罪
の
振
興
を
置
り
、
時
と
し
て
は

神
聖
な
る
仲
裁
者
と
な
り
て
、
公
平
の
判
決
を
下
し
、

事
端
を
生
ぜ
ざ
ら
し
む
る
等
‘
綬
滑
社
會
を
利
す
る

こ
と
‘
宵
に
少
な
か
ら
ざ
る
な
り
。

k

,

第

三

十

四

課

同

業

組

合

同
一
の
管
業
者
が
‘
箇
々
に
登
業
す
る
と
き
は
、
セ

の
間
、
自
然
に
競
争
を
生
じ
、
格
外
に
物
償
を
賣
り
崩

す
こ
と
あ
り
、
ま
た
、
不
正
品
を
賣
る
も
の
あ
り
て
、同

とゞ

業
者
の
信
用
を
も
傷
つ
く
る
こ
と
あ
り
。
こ
れ
ら
は
、

み
な
、
高
人
の
不
利
益
な
り
。

麗
晨
a
9
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ー
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刷
言
雷
胃
量
璽
＇
霊
璽
劃
冒
冒
量
璽
冒
畠
賢
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ー初等商業敢
本
後
福
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9
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、ヽ
’
.
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泣
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一

國
民
は
セ
の
國
の
法
律
を
知
り
て
、
こ
が
に
従
ふ
3

、

一 、

べ
き
義
務
あ
り

。

わ
礼
、
こ
が
を
知
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
か
く

． ‘•

な
せ
り
な
ど
と
、
い
ふ
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。

．

．

．ヽ

[

さ
が
と
ュ法
律
の
数
は
、
は
な
は
だ
多
く
、
こ
と
ご
と

一

く
こ
瓜
な
暗
記
せ
ん
こ
と
難
け
瓜
ば
、
商
人
は
、
セ
の

｀
A

・・

-・
只
、

管
業
に
闊
係
の
深
き
高
法
と
い
ふ
法
律
だ
け
に
て

f
.

「

も
、
一
通
り
研
究
し
お
く
べ
し
。

一

商
味
は
、
商
事
一
切
の
規
定
を
示
し
た
る
法
律
に

一

て
、
こ
が
に
漏
が
た
る
は
、
薔
来
の
商
業
上
の
習
慣
に
一

一

よ
り
て
決
定
し
、
と
の
上
は
、
民
法
と
て
、
庶
民
一
般
の

‘

』

'

’

ー

［
ー
ー

ー

ー
！

ー

ー

f
_
tし99|
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ロ

一

裔
法
等
を
知
ら
ざ
る
に

ら
ざ
る
乙
と

•あ
り

。

．

．
 

ー

は
ざ
る
損
害
を
被
ら
ざ
る
べ
か

i

ま
た
嘗
然
販
る
べ
き
利
益
を
も
失
ふ
乙
と
あ
り
。大

一

商
人
と
な
る
に
従
覧
、
こ
が
ら
法
律
の
必
要
を
咸

＇

一

ず
る
こ
と
、
ま
す
ま
す
切
な
る
べ
し
。

第
一
＿
＿
十
六
課
租
税

｀
 
．．
 

力
が
ら
國
民
が
、
今
日
ま
て
、
い
ま
だ
、
か
っ
て
、
外
國

i}

の
侮
を
蒙
ら
中
、
衛
生
巖
育
交
通
な
と
萬
事
の
備
は

．

｛`

が
る
國
内
に
、
い
と
安
ら
か
に
日
を
送
る
乙
と
を
得
一

9

、、
9

ヽ

』

二
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初

等

商

業

放

本

後

幅
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し
ト
・
一
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—· • ・ て．．．．'.9 ・.:’プとー^

る
は
、
何
故
ビ
や
。
大
は
國
家
よ
り
、
小
は
庸
縣
・
野
粛
町

村
に
至
る
ま
て
、
セ
が
ど
が
政
治
機
闊
あ
り
て
、
を
の

設
備
完
き
に
よ
る
に
外
な
ら
す
。
さ
れ
ば
、
こ
の
設
備

に
要
す
る
入
費
は
‘
國
艮
の
負
拇
す
べ
き
こ
と
、
も
と

よ
り
常
然
な
り
。
こ
の
國
民
の
負
携
す
べ
き
入
費
を

租
税
と
い
ふ
。

租
貌
に
種
々
あ
り
。
中
央
政
府
が
‘
國
家
を
維
持
す

る
た
め
に
要
す
る
を
‘
國
税
と
い
び
爺
縣
扇
粛
役
所
・

町
村
役
場
等
、
地
方
の
小
政
治
機
闊
に
要
す
る
を
、
府

縣
税
粛
町
村
税
と
い
ふ
。
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•
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租

税
は、
属
政
考
が
、
闘

意

に
賦
誅
す
る
も
の
に
あ

ら
す
。ま
づ
、
翌
年
度

に
淫

す

べ

き

税

額

と

賦

細畔

方

吐

と
の

豫
算
書

を
作
り
‘
識
會
の
決
議
を

続

た
る
上
に

｀

給
す
。こ
料
を
歳

入
と
い
ふ
。ま
た
、
と
の

遣

ぴ
掃

l

び
は
、こ
払
を

歳

出
と
い
ふ
。翌
年
度
、
議

會

に
戟
告
し
c
 

そ
て
ど

の
出

入
決
算
を
明
か
に
す
べ
き
も
の
な
り

9

]

は
、池
姐

所

得
貌

磨

業

貌

翰

入
讐
雙
潤
醤
油

一
賃
『
を

お

も
な
る
も
の
と
し
、府

懸

税

似
下
は
‘管

内
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名

＿
賣
上
金
額

曲

品

販

賣

業

建

掬

賃

岱
償
格

従
業
者

金銀保

:1冒
塁

税

卸

賣
ぱ
萬
分
の
五

小
賣
は
萬
分
の
十
五

千
分
の
四
十

一

人

緑

に

金

壼

薗

千
分
の
二

千
分
の
四
十
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一
例
を
學
げ
ん
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國
民
は
、
セ
の
財
産
・
生
命
の
安
固
を
保
せ
ら
る
る

撞
利
を
宥
す
る
代
り
に
、
諸
税
を
納
む
べ
き
義
務
あ

り
。こ
の
ゆ
ゑ
に
‘
納
税
の
こ
と
に
つ
き
て
は
、
み
だ
り

に
苦
情
を
い
ふ
こ
と
な
く
、
ま
た
‘
遅
延
す
る
こ
と
な

く
、
こ
こ
ろ
よ
く
上
納
し
て
、
大
小
政
治
機
闘
の
澁
滞

な
き
よ
ー
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

第

三

十

七

課

螢

業

税

一

各
種
の
商
業
を
螢
む
も
の
は
、
い
ふ
ま
て
も
な
く
、

一

製

造
業
印
刷
業
愈
貸
業
、
土
木
請
員
業
等
を
管
む
も

-'

の
は
‘
國
税
の
一
部
と
し
て
、
紙
年
臀
業
税
を
課
せ
ら
l

〖
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管

業

税

は

‘

螢

業

の

種

類

に

よ

り

‘

賣

上

金

ま

た

は

．

資
木
金
の
多
少
。
建
物
の
大
小
従
業
者
の
多
少
等
を
、

標
準
と
し
て
算
出
す
。左
に
セ
の

業

課

税

緑

平

一
人
禄
に
合
査
図
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た
だ
‘
資
太
憂
五
百
圃
以
内
の
金
錢
岱
附
業
雇
人

’

二
人
以
上
を
使
役
竺
ざ
る
運
送
業
紺
紙
切
手
類
の

＿
賣
捌
業
、
度
量
筒
の
製
造
゜
修
履
阪
賣
業
、
自
巳
の
採
損

し
た
る
鐵
物
の
賣
捌
業
等
は
、
す
べ
て
管
業
税
を
課

せ
ら
礼
ざ
る
規
定
な
り
。委
し
く
は
、
螢
業
税
法
を
見

｀

：

る
べ
し
。

．

ー
川~
口

一

宮
は
何
の
必
要
あ
り
て
こ
料
を
作
る
か
。宮
を
作

岨
ぷ
ク

一
り
て
こ
礼
を
い
か
に
]
ん
と
す
る
か

。人`
•ある
び
は
、

”

｀
を
子
雙
に
信
ふ
る
を
も
文
足
杜
り
と
す
る
も
の

攣
墨

ら

ら

ん
3

ま
た
、
高
閻
層
模
に
住
み
て
、
美
衣
美
食
し
‘
螂

｀
[

一
僕
を
使
び
、
ln

字
の
が
欲
す
る
も
の
を
求
め
て
足
瓜
り

｀

／ヽ

一
と
す
る
も
の
も
あ
ら
ん
。
さ
f
t
と
、
か

く
の
ご
と
き
は
、

こ

決
し
て
、
富
の
目
的
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
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1

わ
が
胃
歴
史
あ
り
て
以
来
、
大
資
産
を
作
り
し
も

の
、
と
の
数
少
な
か
ら
ざ
る
べ
し
。さ
f
l
ど
、
と
の
名
の

今
日
に
存
す
る
も
の
は
、
き
は
め
て
少
な
し
。百
代
の

後
に
名
を
習
め
し
も
の
は
、
大
資
産
家
に
あ
ら
す
し

て
‘
國
家
の
た
め
泉
脈
の
た
め
に
忠
責
に
て
、
よ
く
同

芦
へ
の
義
務
を
霊
し
た
る
も
の
の
み
な
り
。

國
民
の
義
務
を
霊
す
道
は
、
ま
こ
と
に
多
し
。巨
砲

堅
撃
を
造
り
て
‘
國
げ
を
勁
く
る
も
可
な
り
。港
澄
を

築
ぎ
道
路
を
開
ぎ
な
と
し
て
、
交
通
を
便
な
ら
し
む

―る
も
可
な
り
。
學
校
。
薗
書
館
を
建
て
て
教
育
の
普
及

,.th’
、
.i

絋
t
.

t
i
閲

1、
閲
r
.
—
ま
習
呈
し
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1

を
諒
り
、
狐
兒
麟
痘
疾
院
を
起
し
て
、
不
幸
者
を
救
齋

す
る
も
可
な
り
。こ
杜
み
な
‘
富
の
力
を
恨
り
て
始
め

て
な
し
得
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。

さ
瓜
ば
‘富
を
作
る
に
常
り
て
は
、
分
厘
の
利
を
重

ん
じ
、
こ
が
を
散
す
る
に
常
り
て
は
、
一
椰
萬
金
を
も

骨
ま
ざ
る
裔
人
を
、
真
の
良
裔
と
い
ふ
な
り
。
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。

主

主

t

四
訓
八
拾
錢
替
。

.1・中
！
ー
マ
ニ

ダ

よ
璽
ニ
―
ー
一塁――
――
―――し

E、一――
__ 
———————-———-•t

i 

□

三

[

]

i

-

一

明

治

三

十
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日

三

木

壽

郎
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広

の

資

本

認

て

、

卸

問

屋

を

開

認
す
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茅
一
銀
行
に
常
座
預
金
的
定
を
痕
り
結
び
、
現
金
壼
千
五
百
薗

を
預
け
入
れ
、
常
座
預
金
通
帳
お
よ
び
小
切
手
帳
を
受
け
啄
る
。

十
日
、
小
泉
尚
店
へ
、
広
の
通
り
、
掛
け
に
て
賣
り
渡
す
。

曼
滑
王
砂
糖
百
俵
、
四
園
九
拾
五
践
替
。

十
五
日
、
大
田
尚
店
よ
り
、
広
の
通
り
、
掛
け
に
て
買
ひ
入
る
。

獨
逸
砂
調
査
萬
斤
、
百
斤
に
つ
き
拾
或
岡
五
拾
践
替
。

同
日
、
拓
の
品
を
領
田
應
店
へ
、
葦
言
替
に
て
賣
り
、
現
金
に
て
受
け

啄
る
。

二
十
日
、
小
泉
尚
店
よ
り
四
百
九
拾
五
園
、
安
田
銀
行
宛
小
切
手
侭
て

受
け
啄
り
、
直
に
第
一
銀
行
常
座
に
預
け
入
る
。
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摘

日 記帳
明治冊五年六｝j- H 

要

*8下記ノ資本ニテ卸問屋ヲ開始ス
手許有高

盗潤玉砂糖武百俵

家屋二棟見禎偵格

1,7CO,— 
四圃入＋錢替 960,— 

1,200,— 

金 額

3,860 -

’’ 
第一銀行へ営座預金勘定ヲ結ビ現金ニテ預ケ入JV

10 

小泉商店へ下記ノ通9掛ニテfi)渡ス
盗濁玉砂糖百俵 四圃九十五錢替

l ;j 
太田商店ョリ下記ノ通リ掛ニテ買ヒ入JV
獨逸砂糖一萬斤百斤ニツキ

十二OO五十錢替

'' 
浪田商店へ下記ノ通資 9渡シ現金ニテ受ケ取IV
獨逸砂糖一萬斤 十三圃替

20 
小泉商店ョ 9安田銀行宛,1ヽ切手ニラ掛代金トシテ
受ヶ取リ直二第一銀行二預ケ入JV

25 
山口商店へ下記バ直項 9渡ス
“五砂糖 百俵 五阻贅
上記代合二封シ内武百闘＾現金ニプスケ取9歿金
＾同店振出鴬店宛一箇月彿約手ニラ受ケ取JV

33 
太田商店へ掛代金内金トシラ第一銀行小切手第一
眺ヲ振9出ス

'' 
本月分螢業費現金ニラ支彿フ

合 計

1,500 -

49.5 -

1,250.-

1,300 -

495 -

500 -

1,000 -

30 -

10,4:-30 -

初
等
商
業
教
本
後
編
終

l
 

壽

等

膚

菓

触

本

T
ノ

．

r1,• 

山
口
高
店
に
広
の
通
り
賣
り
渡
す
。

壷
清
玉
砂
糖
百
俵
、
五
園
替
。

ガ
代
金
に
針
し
、
内
或
百
園
は
、
現
金
に
て
受
け
啄
り
、
残
会
は
、
同
店

振
出
常
店
完
一
筒
月
梯
釣
束
手
形
に
て
、
受
け
啄
る
。

三
十
日
、
太
田
尚
店
に
、
掛
代
金
の
内
金
壼
千
園
也
、
茅
一
銀
行
小
切
手

•

第
一
琥
を
扱
り
出
す
。

同
日
、
本
月
へ
名
営
業
費
用
未
拾

OO、
現
金
に
て
支
棒
ふ
。

同
日
、
本
日
、
通
常
決
算
を
な
す
。

ガ
の
例
題
尻
よ
り
、
日
記
帳
ふ
と
呼
帳
お
よ
び
元
帳
に
記
入
せ
し
雛
形

を
別
表
に
示
す
。

廿
五
日
、

養

編



太 田 商 店 不 動 斎
7 ニ二

4 
月。 摘 要牛［い金訊 月日 摘 要 井貸方金額 月日 摘 要手百借方金額 月 H 摘 要 蹟貸方金籟

6 3{)第一銀行 1, 1,000 - 1 G 15 商 品 ，．1I 1,2501- が 1資＊主 1 l 1,200 -

• ＇ | I 
； 

:、(}'

1,250 -

螢 業 費

蹟借方金訊月日嫡

ー 30-

一
額

ー：
金，
 

一一
方

一ー
貸繹
敗
仕
丁要 月日摘

6 i 1 商

立又 取 手 形 第 銀 行
8 

•J F 

月日 摘 要 鴇イ昔方金節 月 n 摘 要 幡貸方金頷 月 D 摘 要 蹟借方金額 月 H 摘 要 蹟貸方金頷

30) - I /! ;H)1叱
I ↓ 

3lH)i -— 6 1現 金 1 l 1』500- l 633 太田商店6 25 商 品 l ぼ I l l II 1 1,COJ -
"20小泉商店 ， 1 495 — 

1,995 1,995 — 

小泉商店

要年g借方金額 ，月日摘

6 

要乎；9！方金額
品 1. 495- 620 第一銀行 1 
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